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ＪＦＡリーグ戦創出に於ける５原則

１．世界のＴＯＰ 10入りするため。

２．年間を通じた基軸となるリーグ戦の重要性。
　　（ゲームの理解度を高める）

３．リスクにチャレンジし、選手が自らの力でたくましく
　　育っていく環境を作る。

４．リーグ文化の醸成により、日常のサッカー・スポーツ
　　文化の発展に寄与する。

５．ユース年代・低年齢でのゲーム機会を改善し、全ての
　　選手が試合に出場する機会を持つ環境をつくる。
　　　（可能性のある選手の発掘）

１．各種別とも基軸となるリーグ戦を年間通して行える
　　環境を整える。8～9ヶ月にわたって20ゲーム程度
　　をバランスよく配置する。
　　（降雪地域　6～7ヶ月/14～16試合）

２．リーグ戦は他のどの大会よりも優先してカレンダー
　　を組む。

３．連盟などの大会はこれをリスペクトするが、その開
　　催時期を連盟間で重ねてゆく。

４．ＪＦＡ主催の全国大会は、リーグ戦をその母体とする。

５．全国大会はよりシンプルな形に戻し、リーグ戦の期
　　間が十分取れるように配慮する。

『リーグ戦』が選手を育てる。

ADVANCE
リーグ戦文化の定着が日本のサッカーを変える！！

Ｖｏｌ．３



1部リーグ　優勝監督インタビュー

■チームプロフィール
正式名称　：　RIP ACE SOCCER CLUB
所在地域　：　大阪府泉北を拠点に、狭山市、堺NTC etc
設立年度　：　2002年
スクール数：　３カ所　会員数：300人程度

■監督プロフィール
氏　　名　：　今村　康太（イマムラ　コウタ）
生年月日　：　1979年7月28日
役　　職　：　BOSS（代表）

アドバンスリーグ1部優勝監督　RIP ACE：今村康太監督にお
話を伺いました！                 【聞き手】3種委員：江副良治

≪江副≫アドバンスリーグ1部優勝おめでとうございます。
長丁場のアドバンスリーグを戦い終えてみて、振り返るとい
かがでしたか？
≪今村≫私たちはリーグ戦に参加させていただいて、7年目と
なります。5年目に2部から1部に昇格して、そして今年度、
皆様のご協力のおかげで、1部優勝をさせていただくことがで
きました。私たちスタッフにとっては本当に思い出深いこの
リーグ戦。今でもよくスタッフ間で、思い出話で盛り上がり
号泣しております（笑）
≪江副≫それほどスタッフみんなで思い入れの強いリーグにな
ったということですね（笑）では、次に自身や自クラブでの
リーグに対する考え方・捉え方をお聞かせください。
≪今村≫私たちの教育指針に『感謝の気持ち』という事項があ
ります。お目にかかれた方もいるとは思いますが、チームTシ
ャツにプリントされている奇妙なアラビア語。実は『感謝』
という意味なんです（笑）まさに、その感謝の気持ちを表現
できるのが、このリーグ戦。先輩たちが、血と汗を流し、後
輩たちへと受け継いできた『努力のバトン』自分の利益のみ
の考え方からOK－OKの考え方へ。みんなが幸せになるよう
にものごとを考える。この教育指針をサッカーを通じて、教
えることができるのが『アドバンスリーグ』だと思っていま
す。我々チームスタッフもこのすばらしい環境を与えてくだ
さっている3種委員会の皆様、関係者の皆様へ感謝の気持ちで
いっぱいです。
≪江副≫期間中の選手の変化や成長についてはいかがだったで
しょう？
≪今村≫リーグ戦は１発勝負でないということがやっぱり面白
いですね。もちろんトーナメント戦のような1発勝負も面白さ
がありますけど。育成観点で考えると、私はリーグ戦派です（笑）
単純に、期間中に『改善』ができますからね。1発勝負では、
負けてしまってから改善しても遅いですから。そういう意味
で、指導者も選手の変化や成長を、もろに感じることができ
ました。目標達成の期日が目の前ではなく、先にあるのでシ
ーズンを通して、『考える力』が一番、成長できたかもしれ
ません。自分たちで課題を見つけ、改善へと考える。
どうすれば優勝できるのか？何節が山場になってくるのか？
そういう事を考えるようになると、必然とシーズンのプラン
も考えるようになるし、対戦チームの試合も観るようになる。
リーグ戦の醍醐味を選手たち自身で感じていたと思います。
≪江副≫今回のリーグには2ndチームも参戦しテーマした。
≪今村≫とてもありがたい、制度でした。2年生の育成の場と
して、参加しておられたチームもありましたが、私たちは3年
生の公式戦の場として、捉えておりました。どちらのテーマ
としても、としてもすばらしい制度だったと思います。
選手全員（3年生）が公式戦に出場できるということで、モチ
ベーションUPにもつながり、チームの『絆』も例年に比べ、
深まったと思います。

今回から昇降格ありのレギュレーションに変わったため、選
手たちはリーグ戦に対して、より真剣に取り組むことができ
ました。1部、4部ともに目標設定が明確になったことで、
（目標の格差がなくなり）チーム作りの点においてもやりや
すかったと思います。
≪江副≫2ndチームのリーグ参戦の効果や影響は何かありまし
たか？
≪今村≫上記した以外では、例年に比べ、高校進学に対して
『サッカー』の要素が含まれる選手の人数が増えました。メ
ンバーに入っていなかったから、どうせ高校でも・・・って
いう考え方の選手が減少したと思います。また、『うちの子
は試合にでていないし・・・』という保護者の方々も減り、
応援の人数が増えたことは我々チームスタッフにとっては幸
せでした。その影響で、『ご家庭での親と子の会話』も増え
たのではないかと思っております。

≪江副≫リーグ戦について今後に向けての改善点提案やご自身
の理想のリーグ像があればお聞かせください。
≪今村≫何かと問題はあるとは思いますが、サンライズリーグ
のように、リーグ戦Dayをシーズンをして開幕前に決めてい
ただければ、ありがたいです。他の日程調整もしやすいです
し、リーグ戦を戦っていく中でのプランも立てやすい。
それと、会場をすべて人工芝もしくは天然芝にすることは不
可能だと思いますが、試合時間と試合球をトップダウンであ
わせていただければ、ありがたいです。今年でいえば80分ゲ
ームでスピードセル・・・みたいな。大阪予選以上の大会に
出場したチームには、大きなアドバンテージになると思いま
すし、それ以外のチームも、同じ条件で戦っているという環
境は必要なのではないでしょうか？大阪のサッカーシーンを
少しでもレベルアップするために、どうでしょうか？「ふざ
けんな！バカヤロー」という皆さんの心の声が聞こえてきま
すが・・・（苦笑）
≪江副≫ありがとうございました。サンライズリーグを賭けた
プレーオフ、ぜひ頑張って来てください！応援しています！
！（インタビュー当日は10月13日）
≪今村≫ありがとうございました。これからもよろしくお願い
します！！

RIP ACE 
SOCCER CLUB



アドバンスリーグに初参戦してみて 東大阪市立縄手南中学校　　　高橋　照明氏

  アドバンスリーグに参加させて頂き、ありがとうございました。
リーグ戦に参加して、感じたことは以下の３点です。
　練習試合ではなく公式戦であるということが非常に大きかったです。練習試
合ではあいまいになってしまいがちな開始時間や審判割り当てなどが厳密にき
ちんと行われる為、試合へのモチベーションのコントロールを幾度となく経験
できるので試合への入り方がうまくなりました。また、試合の中でも１点の重
みや時間の使い方、流れのつかみ方などを本気の試合の中で体感できるのはあ
りがたいです。
　様々な指導者と出会えることや特徴をもったチームとの対戦は、指導者を始
めて間もない私はもちろんのこと、子どもたちにとっても刺激的でサッカーと
いうものを改めて考えさせられるいい経験になりました。
　試合会場が遠いことなどがありますが、色々な場所へ連れていくことで子ど
もたちが社会のマナーを知る機会にもなりましたし、それぞれの行動に責任を
持つようになりました。

２ndチームの参加について 岩田FC-２nd　加茂亮介氏

  リーグ戦にセカンドチームも参加するようになり今年で4年目になりました。
プレシーズンではファーストチームとセカンドチームのチーム分けに戸惑う選手
がいたり、チームとしてまとまりに欠けた雰囲気でしたが、レギュラーシーズン
に おいてはクラブユース選手権や高円宮杯が平行して行われる時期という事も
あり、選手（特にレギュラーメンバー以外）にとって公式戦を経験出来るとても
良い機会になりました。選手はファーストチームに上がりたい気持ちを持ち、今
年度のレギュレーションの変更点である、セカンドチームが昇降格出来るように
なったことが、選手の中でもチームとしても新たな目標が増えました。
それにより普段のトレーニングならびにリーグ戦を良い雰囲気で取り組むことが
出来、チームの3部リーグ昇格への大きな要因になったと思います。
また来シーズンから新たにリーグ戦へ参加予定チーム関係者からは、セカンドチ
ームが今回多く昇格することで拮抗したゲームが多くなるのではないかと聞いて
います。
来シーズンからは3部リーグで今シーズン以上に厳しい試合になると思いますが
是非とも2部リーグ昇格という目標の元これから取り組んでいこうと思います。

20年後を見据えて 　（社）大阪府サッカー協会　第3種委員長　
　　　　　　　　　　　　　     北谷　辰彦

   いま、世界でもっとも美しいサッカーの象徴「FCバルセロナ」。その原形は、
1990年代にヨハン・クライフ監督が率いたドリームチームと言われた時代に遡る。
以来、バルサの美しい魅力的なサッカーは、20年という時を経て現在、最高に光
り輝いている。その成功の秘訣は、育成年代から一貫して、クラブの哲学を追求
して指導してきたことである。

   ここで言いたいのは、20年という時間が長いと感じるか、たったそれだけの時
間で成し得るのかと思うかである。20年後の大阪のサッカー環境はどうなってい
るのか？という問いに答えられるのは、いま、我々指導者が20年先のビジョンを
明確に描いているか？と詰問することと同じである。
   大阪には約400の中学校にサッカー部があります。その400チームが年間を通
したリーグ戦を経験したとしたら・・・。考えただけでもワクワクしてきます。
また、現在、リーグ戦の環境を整備していく段階ですが、すでに「リーグ戦が勝
手に選手を育成していく」と感じている指導者も数多くおられるのも事実です。

  20年後の大阪に、そのリーグ戦を醸成し、「大阪にはサッカー文化がある」と言わしめる環境を構築するためには、
いま、育成に携わる人たちの理解と努力が必要です。これからもリーグ戦が育成の主軸であることに変わりはありませ
ん。たった20年でバルサが成し得たように、いま、大阪にその1年目が始まろうとしています。



モルテン・アドバンスリーグ大阪2011　入替戦　結果

アドバンスリーグ2011問題点&次年度課題

フューチャーリーグ

大阪セントラル 1 部 7 位 4 ― 4 FC 平野 2 部 A 2 位 
ガンバ大阪堺 1 部 8 位 1 ― 2 セレゾン 2 部 B 2 位 

和泉FC  2 部 A 12 位 1 ― 1 久米田FC  3 部 A ３位 
八尾大正FC  2 部 B 12 位 0 ― 5 Erba  FC  3 部 B ３位 

吹田 JFC 江坂 3 部 A 11 位 0 ― 0 賢明SC  4 部 C 3 位 
ジョイナス 3 部 C 11 位 1 ―  2 レバンテ大阪 4 部 F 3 位 

   
☆大阪セントラルは1 部残留
☆セレゾンFC は1 部昇格 

 
☆和泉FC は2 部残留  
☆Erba FC は 2 部昇格 

☆吹田 JFC 江坂は3 部残留  
☆レバンテ大阪は3 部昇格

【アドバンスリーグ2011問題点】

【次年度課題】

   今回のアドバンスリーグは前回の09-10アドバンスリーグ大阪プレーシーズンから45チーム増えて135チームで行われ
ました。
   新規参加チームが大幅に増えたことから、開幕当初は細々としたトラブルはありましたが、ブロック長のご尽力と、各
チームのご協力で徐々に改善されていったように思います。
   問題点をあえて挙げるとすれば、リーグ期間を通じて審判員の遅刻の報告があったのが少し残念でした。
また日程に関しましては、クラブリーグから発展して3種委員会の事業として実施した当初からの課題である、クラブと中
学校チームのスケジュール合わせが未だ解決されない課題として挙げられます。目標の一つである拮抗したリーグ戦には
近づきつつあるように感じますが、リーグ期間中にバランスよく試合があるという意味では、創意工夫と一層の歩み寄り
が必要になってくるのかと思います。

   次年度のアドバンスリーグに関して、3種委員会で議論を重ねているところですが、JFAの指針にもある2回戦制1シー
ズンでのリーグ戦を準備しています。7～8ヶ月で18試合程度のリーグ戦が組まれます。試合数の増加を危惧する声も聞
かれますが、高円宮杯大阪予選が廃止され、リーグ戦期間が長くなった中で、一月に2～3試合で達成できる試合数です。
しかしながら試合数を増やすことだけが目的ではありません、「M-T-Mが確保された」試合でなければ、意味がありませ
ん。そのためプリンスリーグ、サンライズリーグのように拘束力の強い新たな「リーグ戦DAY」を模索しています。

   ※余談ですが、ヨーロッパではシーズンが始まれば、中断期間を除いて試合はリーグ戦（公式戦）がメインで練習試合
はほとんど組まれないそうです。シーズン中にも公式戦と練習試合が混在する我々の試合環境。どちらが正しいというも
のではないと思いますが、我々のあるべき試合環境を考えるうえで参考になるのではと思っています。皆様はどう思われ
ますか？

　フューチャーリーグが開幕し、各ブロックに分かれ順調にリーグは進行しています。各方
面より様々なご意見、ご感想を賜りました。
当初はアドバンスリーグとのレギュレーションの相違や８人制ということもあり、各チーム
は試行錯誤の連続だったように感じられます。しかし、リーグが進行していく中で８人制の
メリット（各選手のタッチ数の増加・ゴール前の攻防の増加等）が徐々に出始め、様々な創
意工夫がみられるようになりました。１１人制には少なかった攻防が数多く生まれ、選手一
人一人のボールへの関わりが格段に増えたように思います。また、各チームの指導者も１１
人制に比べ『得点を奪う・ゴールを守る』をシンプルに考えるきっかけになったようにも感
じます。
   今後もリーグを開催するにあたって、試合会場の確保等の問題は多少ありますが、リーグ
を作る側と各ブロック長の努力と工夫によって、現在の状況で考えられる環境を作り出すこ
とによって選手に対し最大限の効果が発揮できると思います。

　（社）大阪府サッカー協会　第3種委員 委員　
　　　　　　アドバンスリーグ担当：荒島　敏

　（社）大阪府サッカー協会　第3種委員 委員　
　　　　フューチャーリーグ担当：安楽　竜二


